
船舶事故調査報告書 

平成３０年６月２０日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 沈没 

発生日時 不明（平成３０年２月１４日 １６時００分ごろ～１５日 ０７時 

００分ごろの間） 

発生場所 北海道森町森港 

 森港西防波堤灯台から真方位２４０°６５０ｍ付近 

 （概位 北緯４２°０６.６′ 東経１４０°３５.１′） 

事故の概要  漁船久
きゅう

由
よし

丸は、係留中、沈没した。 

事故調査の経過 平成３０年２月１９日、主管調査官（函館事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

漁船 久由丸、４.９トン 

 ＨＫ３－１０７５６２（漁船登録番号）、個人所有 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型・特殊・特定 

 負傷者 なし 

 損傷 操舵室、機関室等に濡損（全損） 

 気象・海象 

 

気象：天気 雪、風向 北西、風力 ２～５ 

海象：波高 約０.７～０.８ｍ 

 森町には、２月１４日１０時０４分に大雪注意報が発表され、１５

日０５時０５分に解除されていた。 

 森町には、２月１４日夜から１５日朝にかけて約２０～３０cm の積

雪があった。 

 事故の経過 

 

 船長は、平成３０年２月１３日午前中、雪が降っていたので、森港

に係留中の本船に赴いて除雪を行うとともに、ビルジポンプでビルジ

の排出を行った。 

 船長は、１４日も雪が降っていたものの、吹雪で時化
し け

ていたので、

翌日、除雪を行うことにした。 

 地元の漁業者は、１４日１６時００分ごろ係留されている本船を確

認し、１５日０７時００分ごろ沈没している本船を発見して所属する

漁業協同組合に通報した。 

 船長は、雪解け水が凍って本船の片舷に４～５個設けられた放水口

（高さ約５～６㎝、幅約２５～３０㎝）が閉塞する状況となり、雪解

け水及び雪の重みにより、本船が沈没したのではないかと本事故後に

思った。 

分析  本船は、森港に無人で係留中、１４日１６時００分ごろ係留されて

いるところが確認され、１５日０７時００分ごろ沈没しているところ

を発見されたことから、この間において、沈没したものと考えられ

る。 



 本船は、雪解け水が凍って放水口が閉塞する状況となり、雪解け水

及び雪の重みにより、沈没した可能性があると考えられる。 

原因  本事故は、本船が、森港に無人で係留中、沈没したものと考えられ

る。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・小型船舶の所有者は、大雪が予想される場合、船体にシートを掛

けておくことが望ましい。 

 


